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石川県内児童･生徒の､インターネット利用実態について

加 藤 隆 弘

AbouttherealitiesoftheInternetusebychildreninIshikawaPrefecture

TakahiroKATO

概要

石川県内の小学生から高校生までのインター

ネット利用について､平成 16年に実施された

｢青少年と･インターネットに関する調査｣(石川

県健康福祉部子ども政策課)から､明らかになっ

たその実態 (インターネット利用場所 ･機会､

目的､親の関与度など)を報告した｡また､今

後､この世代の子どもたちのインターネット利

用に対して､家庭や地域ではどのように働きか

けていくべきか等について検討を行った｡

Ⅰ 問題の所在

平成 15年の総務省の調査 l)によると､我が

国のインターネット利用者数は人口の6割超､

7,730万人に達した｡この5年間で約4.6倍にふ

くれあがり(平成10年度は1694万人)､世帯普

及率は88.1%に及んでいる｡ネットワークイン

フラの整備と低価格化が進み､同時にパソコン

や携帯電話などが高性能 ･高機能化しながらも

手ごろな価格で入手できるようになったことで､

家庭等においても情報検索やショッピング､電

子メールでの利用など､余暇を過ごすための､

あるいは仕事のための "道具"としてのイン

ターネット利用が定着しつつある｡

家庭-の普及により､子どもたちがインター

ネットに触れる機会もまた増加している｡彼ら

は学校からの帰宅後､あるいは休日などに､ネッ

ト上に存在する様々な情報源に接続しうる状況

に置かれているのである｡ネット上には子ども

たちにとって有益 (もしくは無害)な情報もあ

れば､大人 ･保護者が接触してほしくないと思

うような情報もあり､特に手段を講じなければ

そういった有害情報にも偶発的に､あるいは意

図的に到達してしまうのである｡

こういった ｢家庭の情報化｣の実態から､子

どもたちには､インターネットを活用していく

上で求められる力 (善悪の判断力､取捨選択力

などの諸力)を培うことが求められると同時に､

場合によっては有害情報などから子どもたち

を保護する取り組みが求められる｡力の育成と

保護には学校教育の場での ｢情報教育｣に関わ

る諸学習 ･活動の役割も大きいが､同時に地

域 ･家庭における取り組みも欠かせない｡後に

データでも示すように､子どもたちはインター

ネットを､学校よりむしろ家庭 ･地域で活用し

ている実態が明らかになっている｡

また､ネット活用の道具 (端末)として､パ

ソコンとともに携帯電話からの利用者も増加し

ていることに留意したい｡(前出総務省調査よ

り)携帯電話はパソコンに比べ､その小ささや

滅多に他人と共有しないといった利用形態から､

よりパーソナルなメディアであるといえる｡携

帯電話の利用が低年齢化している実態と合わせ

て考えると､子どもたちのネット利用について

周囲の大人が関わりづらい状況が広がりつつあ

る､といえる｡

こういった､子どもたちのインターネット利

用の広がりを受けて､石川県内では平成 16年

度から県 (子ども政策課､県教育委員会など)

が実態把握の調査と､学校現場への働きかけを

平成 17年 9月30日受理
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始めている｡また､これに先行して野々市町で

は平成 15年度から "ののいちっ子を育てる"

町民会議が､｢プロジェクトK｣として､子ど

もが携帯電話を持つことについて大人 ･子ども

双方に対して問題提起し､｢持たせない｣｢持ち

たがらない｣状況を作ろうとする運動を行って

いる｡

本論文では､平成 16年度に県内で実施され､

筆者が関わった二つの調査､石川県健康福祉都

子ども政策課実施 ｢青少年とインターネットに

関する調査｣と "ののいちっ子を育てる''町民

会議実施 ｢『携帯電話』に関するに関するアン
ケー ト｣のうち､今回は前者の検討を行い､子

どもたちのインターネット活用の実態を把握し､

今後の地域 ･家庭で取り組みを進める際の要点

を明らかにする｡

Ⅱ 方法

･石川県健康福祉都子ども政策課が実施 した

｢青少年とインターネットに関する調査｣結果

(一部省略)を提示し､これを元に考察を行う｡

以下に調査概要を述べる｡

●｢青少年とインターネットに関する調査｣:石
川県健康福祉部子ども政策課

1. 調査日的

近年､インターネットや携帯電話の急速な普

及により､青少年がこうしたメディアを通じ､

有害な情報に容易に接することができる環境が

広がっている｡このため､青少年のインターネッ

トや携帯電話の適正な利用を推進するための参

考とする｡

2. 調査対象

一調査対象 :石川県全域

一調査学年 :小学校 4年生､6年生､中学校 2

年生､高校2年生

一抽出数 :4,166人

一回収数 :4,166票 (回収率 100%)

十解答方法 :教室内で別添のアンケー ト票に各

自が自記入解答 (無記名)

一調査期間 :平成 16年9月 15日～9月30日

Ⅱ 結果

1. パソコンの利用実態

ト1. パソコン利用経験

パソコン利用経験者はどの学年でも98%を越

えている｡これは､学校での利用経験も影響し

ていると考えられる｡
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経験ト2. パソコンの利用場所パソコンの

主な利用場所は､自宅が最も多く､次いで

学校の順となっている｡友達の家､公共施設､ネッ

トカフェなどでの利用はいずれの学年､項目においても3%を下回っている｡2lL.. 一.IL .-Il.
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となっている｡学校-のPC導入がほぼ完了し､

同時に家庭-のパソコンの普及も進んでこのよ

うなデータとなったと考えられる｡今後はさら

に小学校入学前～小学校低学年時からのパソコ

ン利用開始が見込まれる｡

騰 飢 俄 肌 肌 100I

図3 パソコンの利用開始時期1-4

. 自由に使えるパソコンの有無高学年で ｢自

分専用のパソコンを持つ｣比率が高いが､現在

のところ､最も値の高い高校 2年生でも13.1%であ

る｡｢家族が持っており､自分も自由に使え

る｣を加えた､自由に使えるパソコンがある子どもは､小学校 6年生

以上で75%をこえている｡鵬 20% 4肌 80%
8仇 100k-■{『■■『- 『■■■{}{l
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えE)白分が自由f=食えもパソコンはない

ロ簾田讐図4 自由に使えるパソコンの有無

ト5. 自由に使えるパソコンの場所 いずれの学年においても ｢家族の居間｣が50%を越えている一方､次第に ｢自分の部屋｣に導

入される傾向が見える｡0% 20% 40% 60

% 80号 100%田自分の都農 B家族の居間

E)親の部星 口その地 口無回答図5 自由に使

えるパソコンの場所2. インターネットの利用実態

2-1. パソコンや携帯電話を使ってのインター

ネット利用

経験インターネット利用者の割合は学年とともに上昇している｡｢時々利用している｣を含めると､

高校 2年生では約 80%が利用している｡(次貢図6)0% 20% 40% 6仇 80% tOOS
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が多い｡

学年別では､いずれの学年においても ｢自分

の家のパソコン｣ での接続は多いが､低学年で

は｢学校のパソコン｣､高校2年では｢携帯電話｣

の割合が大きくなっている｡

さらに､最も良く接続するところ､で見ると､

小学4年生から中学2年までは自分の家のパソ

コンからの利用の割合が高いのに対し､高校 2

年では携帯電話からの利用が逆転している｡(図

7)

2-3. インターネットの接続頻度

インターネットの接続頻度は学年とともに増

加している｡高校2年生の約35%が週4日以上

インターネットに接続している｡この層では図

7からも携帯電話による接続の割合が高いと考

えられる｡また､携帯所有率の低い中学2年生､

小学6年生でも週4日以上接続者は20%をこえ

ている｡(次々頁図8)

2-4. インターネットに接続するタイミン
グ

インターネットに接続するのは､｢休みの日に

家にいる時｣｢学校が終わってから家にいると

き｣｢授業中｣が特に多く､学年があがるにつれ､
｢家にいる時｣に接続する場合が多くなってい

る｡

また､パソコン利用者､携帯利用者とも､接

続するタイミングは ｢家にいるとき｣が多い｡

｢授業中｣については､授業の中での学習内

容に沿った活用が主であると考えられる｡

【最亀よく繊 するとこもCSA))革辛別 d嘩叫 8538401028 37JI

1.a; u 27h 1.1 : 札空: 33d嘩叫 空和

し皇 1.負 2_1 卦lカ 2.7; 乱1… 3m中華丑年 剖l且 亀ヨ え5 18_1 牢J.0; A.5
; 叩803 33La
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80(%)604020∩ 臥J単 年一

JJ嘩 年

口中学2年口弛 年

捕...■ l 融 ] d J] ■

酎二.=tl 匹証訂1｢∩ 朝起きた 通学途 授業中 学 校 に い 学 校が

終 学校が終 深夜 休みの日 休みの日 無回答時 中 て ､ 授 業以 外 の 時 わ つてから､外出して

いる時 わつてから､家にいる時 に家にいる時 に外出している時学年別 小学4年 653 1.7 0.

3 55.7 ll.3 4.9 37.7 4.4 47.9 4.6 3.4小学6年 840 2.4 0.5 51.0 8.2 6.2 53.6 5.2 57.1 6.3 3.

1中学2年 1028 3.0 0.3 33.9 5.4 5.5 61.2 ll.8 69.6

ll.4 3.2高校2年 903 4.8 7.6 ll.4 1

3.7 15.9 73.5 26.7 74.0 15.4 3.8∩ 朝起きた 通学途 授業中 学校にい 学校が終 学校が終 深夜 休みの日 休みの日 無回答時 中 て

､授業以外の時 わつてから､外出している時 わつてから､家にいる時 に家にいる時

に外出している時学年刺 小学4年 653 0.8 - 25.4 2.5 2.5 15

.2 0.5 219 1.5 29.9小学6年 840 0.2 - 19.6

2.5 1.5 26.1 1.8 26.1 2.1 20.0中学2年 1

028 0.3 0.2 16.3 2.2 1.1 27.7 1.4 32.6 2.4 15.8高校2年 903 0.2 - 5.5 4.1 1.0 25.1 4.0 32.2 2.3 2

5.5∩ 朝起きた 通学途 授業中 学校にい 学校が終 学校が終 深夜 休みの

日 休みの日 無回答時 中 て､授業以外の時 わつてから､外出している時 わ

つてから､家にいる時 に家にいる時 に外出している時学年別 小学4年 653

0.2 - 0.8 0.2 02
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I田毎日皿過4-5日□避2-3日tj避

1日田1ケ月に1-2日□無回答図8 インタ

ーネットの接続頻度2-5.インターネットの

利用日的ゲームや音楽での活用､学習での活

用は各段階を通じて多く利用されていることがわかる

｡また､電子メールでの利用は学年段階があがる

につれて大きな伸びを示している｡2004

年の佐世保での事件以来､懸案となっている｢掲

示板｣｢チャット｣の利用は､県内の子どもた

ちについては2割程度というデータであった｡｢ホ

ームページ製作｣の値はそれぞれ低いが､普及の著しい ｢ブログ｣(-ウェブ･ログ､ホームページ

(website)より容易に開設 ･運用でき

る公開日記､情報提供 ･交流板のようなもの)

については今回､質問文中で言及できなかった｡

次回以降の調査では必ず確認したい｡ネッ

ト上での買い物につい

ても､高校2年で25%程度だが､年齢が進むにつれて利用率は上昇してい

る｡(2-5.凡例 1)田よくする ■と

きどきする □使ったことないロわからない □無回答 ■ 学習(調べ学

習など)につかう(図10)
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■チャットのやりとり (図13)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学4年

¢F 653)

小学6年

(tF 840)

中学2年
(n=1028)

高校2年
(zF903)

■掲示板への書 き込み (図 14)

小学4年
(11=653)

小学6年
くび=840)

中
学2年(A-1028)

高校2年(n=903) ■ 自分

のホームページを作る (図16

)小学4

年(n-653)

小学

6年(n=840)

中学2年(n-I028)高校2

年(n-903)3. イン

ターネットに対する親の関与3-1. インタ

ーネットの相談相手いずれの学

年においても ｢学校の先生｣の割合は低く､低い学年ほど｢親｣に相談しており

､中学2年までは50%を越えている｡また､学年

が上がるとと

もに ｢友達｣ と相談する割合が増加しており､高校 2

年生では ｢親｣を抜いて39.0

%となっている｡仇 20% 4仇 60%

8仇 100S小学4年t

JP653)小学6年CEEG･84q

中学2年(tpIQ2g高 校 2年bp 903) l



112 金沢大学教育学部紀要 (教育科学編) 第55号 平成 17年

(粍 2仇 40% 6仇 80% 1005

小学4年
(lp653)

小学6年
Op84g)
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bp102D
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bp903)
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Il. 10.2
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■- 36.9 2t.6 3.

E)自分よりインターわ トについてよく知っている I自

分と同じくらい知っている口自分より知らない 口とのくらい知って

いるのかわからない ロ無回答図18 親のインタ

ーネット習熟度3-3. インターネットに関する

親とのコミュニケーション高学年にな

るにつれ､｢ほとんど話さない｣の割合が増える｡先の2項目と次の

【インターネットに対する親の関与度]からもわかるように､学年が上がるほど親の関与の度合いが下がって

いる様子がうかがえる｡

肌 2仇 4肌 605 80S 100

5小学4年Op653)小学
6年Op84の

中学2年Op10ユg)高校2
年Qp903)

t l

35.5

8.l

32.4

4争.0

/

4.I},.? 59.2

lElほとんど桔している EB時々括している ロほとんど鼓

さない 口無回答図 19 インターネットに関する

親とのコミュニケーション3-4.

インターネットに対する親の関与度いずれの学年にお

いても､インターネット使用について ｢何もせ

ず自由に使わせてくれる｣親が最も多く､小学校 6年生の段階ですでに50%をこえている｡フィルタ

リングソフトの利用などもほとんどなく､学年が上

がるにつれ､ほぼ自由にネットに接続している様子

が見て取れる｡80(%)6040

20′ヽ

E)小学4年1小学6年□中学2年□高校2年

萱. .....■L∩ 近くにいる

見せたくないサイトをブロックするフィルターを使っている 自分が見たサイトをチェックしている

何もせず自由に使わせてくれる 親と一緒に(見ながら)使う その他 無回答学

年別 小学4年 653 26.5 1.2 3.7 37.4 20

.4 10.1 18.8小学



加藤隆弘:石川県内児童･生徒の､インターネット利用実態について 113

Ⅳ 考察
1. 子どもたちのインターネット利用環境

【ト3.パソコンの利用開始時期】からも見て取

れるように､学校や家庭へのこの数年の急速な

パソコンの整備 ･普及を背景に､早い時期から

のパソコンの利用が目立ち始めている｡小学校

低学年時､あるいはそれより早くからパソコン

を使い始める子どもの割合はますます増えて来

るであろうことはこの項の小学6年､小学4年

の割合の推移などから予想できる｡今後 ｢生ま

れたときから身近にパソコンがある｣という状

況が更に広がり､学校での学習場面での利用以

前からパソコンを使用し始めるケースも増える

と考えられる｡

また､【14自由に使えるパソコンの有無]など

から､かなり早い段階から家庭で自由にパソコ

ンを使える環境が与えられていることが確認さ

れた｡【2-2.インターネットの接続場所]の中学二

年のデータなどから自宅パソコンの6割以上は

インターネットに接続して使用されていると考

えられ､小学校の早い段階からの自宅での利用

が今後も更に進むと考えられる｡

2. インターネット利用実態

小学校高学年の半数以上が､インターネット

に週一回以上接続し､利用している｡

【2-5.インターネットの利用日的】から､学習目的

や娯楽目的の利用は各学年で多く見られるが､

電子メールをはじめ､チャットや掲示板など､

コミュニケーション手段としての利用は学年が

上がるにつれて増加している｡ ただ､調査前に

予想していたほどチャットや掲示板､買い物で

の利用の割合､高学年での伸びは大きくなく､

今後どのように推移するか､引き続き動向を見

守っていきたい｡

高校生になると一気に携帯電話の利用が進み､

インターネットにも携帯電話から接続する機会

が多くなることが【2-2.インターネットの接続場

所]から明らかになった｡確証を得るにはより細

かい精度 (各学年データの収集)での調査が必

要になるが､高校生のインターネット接続頻度､

電子メールでの利用増加のある程度の部分は携

帯電話での接続か関わっていると考えられる.

また､【2-4.インターネットに接続するタイミ

ング]では､｢授業中｣の接続 ･利用が､学年が

上がるとともに減少するのに対して､｢学校が終

わってから､家にいるとき｣｢休みの日に家にい

るとき｣に利用する割合が学年とともに大きく

伸びている｡この調査の他の項目からも ｢イン

ターネットは主に家で利用する｣ という利用実

態が読み取れ､学年が上がるほどこの傾向が強

くなることが確認された｡

3. インターネットのパーソナルな利用

【3.インターネットに対する親の関与】各項目

から､インターネットの利用に関して､学年が

上がるにつれて親の関与が大きく減少すること

が確認できた｡中学2年以上では7割以上の親

が ｢何もせずに自由に使わせて｣おり､また学

年が上がるにつれて自分の部屋にパソコンのあ

る割合も伸び 【1-5.自由に使えるパソコンの場

所】､および携帯電話の利用も高率になっている

ことなどから､高い学年での ｢個人的な空間で

自由にインターネットを利用する｣姿が浮かび

上がる｡高学年でコミュニケーションの道具と

しての利用がのびること等からもある意味自然

な結果が出たと言える｡しかし､本論では取り

上げていない調査実施項目では ｢有害サイ ト･

映像の閲覧経験｣が中学から高校にかけて大き

く伸び､またその手段も自宅のパソコンから携

帯電請-推移しているというデータが出ている｡

家庭においてインターネットをどのように利用

させるか､保護者の側でも検討の余地があると

いえよう｡

4. 全体を通して

この調査の趣旨､｢青少年の適正なインター

ネット･携帯電話の利用推進｣から考えると､

二つのことが今後の課題としてあげられる｡

一つは､小学校低学年あるいはそれ以前の段
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階からインターネットに接続するようになる子

どもたちに対して､家庭や地域､学校はどのよ

うに働きかけていくべきかをより具体的に検討

して行かなくてはならない､ということである｡

数年前まで､子どもたちは ｢小学校で｣パソコ

ン･インターネットを使い始める､というケー

スが多く見られた｡この場合､教師が授業など

を通して使用方法､ネットモラルなどについて

の指導を段階的に行いながら利用を進めていく

ことも可能であった｡しかし､今回の調査結果

が示すように､小学校で指導が始まる以前から

パソコン･インターネットに触れる子どもの割

合は､今後ますます増えるものと予想される｡

現在はまださほど注目されていないが､幼年期

における家庭･教育機関でのパソコン･インター

ネット利用の ｢あり方 (使わせるか､使わせな

いかも含めて)｣を検討し､使わせるのであれば､

具体的に指導方法や教材等の開発を進める必要

があるだろう｡同時に､まだ余り認識の高まっ

ていない家庭 ･地域の意識向上の働きかけが必

要ではないだろうか｡今回のデータからも小学

生段階までは家庭 (保護者)の関与する余地が

充分にあることがわかる｡ただ漫然と使わせる

のではなく､｢有害情報｣のサイトにつながって

しまったときにどうするのか､事件･事故に遭っ

た場合にどうするのか､この情報は送信して良

い情報なのかどうか等､子どもとともに利用す

る中で話し合うなどしてインターネットモラル

や危険な部分-の理解を深めさせたい｡フィル

タリングソフトの導入など､家庭においても事

故等を未然に防ぐ手だてをとってもらう必要が

あるだろう｡

二つめは､中学生･高校生を中心に､高学年

の子どもたちのインターネット･携帯電話利用

について､どのように大人の側が関わりを持っ

ていくか､検討を進めなければならない､とい

うことである｡【3-1.インターネットの相談相
手】【3-2.親のインターネット習熟度】からわかる

ように､身近な大人である親や教師は､学年が

上がるにつれ相談相手とは見られなくなる｡

ネット利用の技術が高まる分､より高度なレベ

ルの問題に遭遇したり､自ら引き起こしたりす

る場合がある｡こういった場面で安心して問題

解決のためのアドバイスを受けることができる

ような機関や情報提供サイトは未だ少ない｡保

護者 ･教師の力量アップによる信頼回復もさる

ことながら､今後こういったものの整備も進め

ていく必要があるのではないだろうか｡

最後になりましたが､石川県健康福祉都子ど

も政策課の方々には､今回のような貴重な調査

の設問等の検討に関わる機会をいただき､さら

にデータの使用をお認めいただきました｡この

場を借りて厚くお礼申し上げます｡
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